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　平成20年第４回定例会が、11月28

日から12月19日までの22日間の日程

で開催され、市長から提出された条例・

その他２４件及び、陳情・決議・意見書

各１件をそれぞれ審議し､３ページのと

おりとなりました。
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第１４３号 平成２１年２月１日（２）

議会だよりしき

新新年年にに当当たたりり、、議議会会をを代代表表いいたたししままししてて、、ごごああいいささつつをを申申しし上上げげまますす。。

市市民民のの皆皆様様ににおおかかれれままししててはは、、希希望望にに満満ちちたた、、輝輝かかししいい新新春春ををおお迎迎ええのの

こことととと、、心心よよりりおお慶慶びび申申しし上上げげまますす。。

ままたた、、平平素素よよりり、、議議会会にに対対ししままししてて、、温温かかいいごご理理解解ととごご協協力力をを賜賜りり厚厚くく

おお礼礼申申しし上上げげまますす。。

ささてて、、昨昨年年はは、、北北京京オオリリンンピピッッククににおおけけるる柔柔道道、、レレススリリンンググ、、水水泳泳そそししてて

ソソフフトトボボーールルチチーームムのの金金メメダダルル獲獲得得やや日日本本人人４４人人がが同同時時ににノノーーベベルル賞賞をを受受賞賞

ししたたここととはは、、国国民民にに明明るるいい話話題題をを提提供供いいたたししままししたた。。

一一方方、、原原油油価価格格のの高高騰騰にに伴伴うう影影響響がが市市民民生生活活にに大大ききなな負負担担をを与与ええるるとととともも

にに、、世世界界同同時時のの経経済済低低迷迷のの影影響響はは、、景景気気やや雇雇用用問問題題ななどどにに大大ききなな影影をを落落ととしし

てていいまますす。。

本本年年はは昨昨年年以以上上にに厳厳ししいい年年ととななるるここととがが予予想想さされれまますすがが、、様様々々なな分分野野にに

おおいいてて、、明明るるいい話話題題でで希希望望ががももててるるよよううなな年年ににななるるここととをを願願っってておおりりまますす。。

ここののよよううなな中中ににああっってて、、志志木木市市議議会会でではは、、昨昨年年４４月月のの選選挙挙よよりり、、議議員員定定数数

をを１１９９人人かからら１１５５人人へへとと４４人人減減数数をを行行いいままししたた。。ししたたががいいままししてて、、１１５５人人のの議議員員

一一人人ひひととりりがが市市民民のの代代表表ととししてて自自覚覚しし、、十十分分にに機機能能をを発発揮揮しし、、市市民民のの負負託託とと

期期待待にに応応ええるるよようう広広いい視視野野にに立立っってて議議会会活活動動をを行行いい、、志志木木市市のの発発展展ののたためめ

努努力力ししててままいいりりまますす。。

どどううぞぞ、、市市民民のの皆皆様様ににはは、、今今後後とともも議議会会にに対対しし一一層層ののごご支支援援ととごご協協力力をを

賜賜りりまますすよよううおお願願いい申申しし上上げげ、、年年頭頭ののごごああいいささつつとといいたたししまますす。。
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（３）第１４３号 平成２１年２月１日

議会だよりしき

採決の状況

全会一致

賛成多数

全会一致

全会一致

賛成多数

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

賛成多数

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

全会一致

賛成多数

賛成多数

全会一致

全会一致

賛成多数

賛成多数

全会一致

全会一致

審議の結果

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

不採択

原案可決

原案可決

件 名

志木市都市計画法に基づく開発許可等の基準に関する条例の一部を改正する条例

平成２０年度志木市一般会計補正予算（第５号）

平成２０年度志木市下水道事業特別会計補正予算（第２号）

平成２０年度志木市館第一排水ポンプ場特別会計補正予算（第２号）

平成２０年度志木市介護保険特別会計補正予算（第２号）

平成２０年度志木市水道事業会計補正予算（第１号）

志木市市民協働推進条例

志木市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例

志木市斜面地における建築物の構造の制限等に関する条例

志木市職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の一部を改正する条例

志木市地域包括支援センター条例の一部を改正する条例

志木市乳幼児医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例

志木市国民健康保険条例の一部を改正する条例

志木市市営住宅条例の一部を改正する条例

志木地区衛生組合の規約変更について

指定管理者の指定について（志木市民会館）

指定管理者の指定について（フォーシーズンズ志木ふれあいプラザ）

指定管理者の指定について（志木市福祉センター）

指定管理者の指定について（志木市第二福祉センター）

指定管理者の指定について（志木駅前自転車駐車場・志木駅東口地下駐車場）

指定管理者の指定について（柳瀬川駅前自転車駐車場）

指定管理者の指定について（志木市民体育館・志木市武道館）

指定管理者の指定について（志木市立八ケ岳自然の家）

工事請負契約の締結について（志木中継ポンプ場設備機器等更新工事）

学校予算の充実に関する陳情書

「仕事と生活の調和」が実現した社会の構築に関する決議

「協同労働の協同組合法（仮称）」の速やかな制定を求める意見書

議案等番号

第７４号議案

第８８号議案

第８９号議案

第９０号議案

第９１号議案

第９２号議案

第９３号議案

第９４号議案

第９５号議案

第９６号議案

第９７号議案

第９８号議案

第９９号議案

第１００号議案

第１０１号議案

第１０２号議案

第１０３号議案

第１０４号議案

第１０５号議案

第１０６号議案

第１０７号議案

第１０８号議案

第１０９号議案

第１１０号議案

陳情第３号

決議第１号

意見書第４号

平成２０年第４回志木市議会定例会議案等一覧及び審議結果



第１４３号 平成２１年２月１日（４）

議会だよりしき

一般質問
項目一覧

質問者は通告順。
質問は主なものを掲載しています。
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議
員

市
長
は
前
回
の
選
挙
に
掲
げ
た
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
で
、
�
子
育
て
支
援
、
少
人
数

学
級
、
介
護
予
防
の
充
実
、
�
安
心
・
安
全

の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
、
�
公
務
員
制
度
、

自
治
制
度
の
改
革
に
つ
い
て
は
、
着
実
に
成

果
を
見
せ
て
お
り
、
市
民
の
多
く
が
２
期
目

の
出
馬
を
当
然
視
し
て
い
る
と
思
う
。

平
成
２１
年
６
月
に
執
行
さ
れ
る
市
長
選
挙

に
出
馬
し
、
市
政
の
継
続
を
図
る
こ
と
は
、

有
権
者
で
あ
る
市
民
が
現
市
長
を
選
ぶ
か
否

か
は
別
に
し
て
も
、
市
長
の
責
務
で
は
な
い

か
と
考
え
る
。

そ
こ
で
、
改
め
て
市
政
の
継
続
に
つ
い

て
、
市
長
に
聞
く
。

市
長

市
長
就
任
以
来
、
安
心
・
安
全
で

夢
の
あ
る
明
る
い
志
木
市
の
実
現
を
掲
げ
、

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

現
在
、
任
期
の
最
終
年
を
迎
え
、
災
害
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
、
市
民
の
健
康
面
で
の
安

心
・
安
全
づ
く
り
、
財
政
の
健
全
化
を
重
点

施
策
と
し
て
市
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
市
民
の
評
価
を
踏
ま
え
、
今
後
後
援
会

や
支
持
者
と
も
相
談
し
、
正
式
に
意
思
決
定

を
し
て
い
く
。
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議
員

平
成
２０
年
６
月
定
例
会
に
お
い

て
、
市
庁
舎
の
耐
震
化
・
建
替
え
に
つ
い
て

質
問
を
し
た
が
、
そ
の
後「
広
報
し
き
」に
、

「
大
地
震
が
起
き
て
も
市
庁
舎
は
大
丈
夫
」

と
題
し
て
Ｑ
＆
Ａ
が
連
載
さ
れ
る
と
と
も

に
、
耐
震
改
修
、
建
替
え
に
つ
い
て
検
討
さ

れ
て
い
る
。
市
民
検
討
会
議
や
庁
舎
検
討
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
協
議
も
踏
ま
え
、
今

後
の
耐
震
化
問
題
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い

く
の
か
聞
く
。

市
長

庁
舎
の
耐
震
化
に
つ
い
て
は
、
市

全
体
と
し
て
大
き
い
行
政
課
題
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
市
民
と
一
緒
に
こ
の
問
題
を
検
討
す

る
た
め
、
庁
舎
の
耐
震
問
題
を
考
え
る
市
民

検
討
会
議
を
設
置
し
、
現
在
活
発
に
議
論
を

い
た
だ
い
て
い
る
。
今
後
も
広
報
な
ど
で
周

知
す
る
と
と
も
に
、
議
会
の
意
見
を
踏
ま
え

最
良
の
整
備
方
針
を
定
め
て
い
く
。

今
定
例
会
の
一
般
質
問
は
、
１３
名
の
議
員
が
、
市
政
全
般
の
事
務
、
諸
問
題

に
対
し
質
問
を
し
ま
し
た
。

山
崎
東
吉
議
員

�
市
政
の
継
続
に
つ
い
て
�
定
額
給
付

金
の
活
用
に
つ
い
て

吉
川
義
郎
議
員

�
多
重
債
務
問
題
に
つ
い
て
�
い
じ
め

問
題
に
つ
い
て
�
志
木
駅
周
辺
違
法
放

置
自
転
車
対
策
に
つ
い
て

小
山
幹
雄
議
員

�
市
庁
舎
の
耐
震
化
問
題
に
つ
い
て
�

職
員
の
喫
煙
制
限
に
つ
い
て
�
交
通
安

全
対
策
に
つ
い
て

市役所庁舎

�
�
�
�
�
�
�
	



（５）第１４３号 平成２１年２月１日

議会だよりしき
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議
員

（
仮
称
）
総
合
健
診
セ
ン
タ
ー
の

設
置
を
進
め
て
き
た
が
、
今
議
会
に
整
備
が

お
く
れ
て
い
る
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。
お
く

れ
た
理
由
と
現
在
の
進
捗
状
況
及
び
、
健
診

項
目
は
何
を
想
定
し
て
い
る
か
。

ま
た
、
市
民
病
院
で
子
宮
が
ん
検
診
と
乳

が
ん
検
診
を
受
け
る
場
合
、
乳
が
ん
は
市
民

病
院
、
子
宮
が
ん
は
健
診
セ
ン
タ
ー
と
場
所

が
違
っ
て
し
ま
う
の
か
、
同
じ
場
所
な
ら
受

診
し
や
す
い
と
の
声
を
聞
く
が
、
受
診
率
向

上
に
向
け
て
レ
イ
ア
ウ
ト
は
ど
う
な
る
の
か

聞
く
。

医
療
政
策
部
長

平
成
２１
年
度
の
ス
タ
ー

ト
に
向
け
た
整
備
を
進
め
て
い
る
中
、
建
築

確
認
申
請
が
埼
玉
県
の
審
査
に
お
い
て
、
時

間
を
要
し
た
た
め
工
事
期
間
を
延
長
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
な
お
、
審
査
に
お
い
て
設
計

変
更
が
生
じ
、
現
在
詳
細
を
詰
め
て
い
る
。

健
診
項
目
は
特
定
健
診
、
人
間
ド
ッ
ク
、

企
業
の
健
康
診
断
、
各
種
が
ん
検
診
を
予
定

し
て
い
る
。

ま
た
、
子
宮
が
ん
検
診
の
実
施
に
向
け
て

は
、
健
診
室
や
機
器
類
の
整
備
を
進
め
、
女

性
が
検
診
を
受
け
や
す
い
よ
う
に
配
慮
し
、

子
宮
が
ん
と
乳
が
ん
の
健
診
室
が
隣
接
す
る

よ
う
に
配
置
し
た
。
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議
員

平
成
２１
年
度
の
予
算
編
成
方
針
の

基
本
的
な
考
え
方
を
聞
く
。

ま
た
、
具
体
的
な
施
策
に
つ
い
て
、
�
待

機
児
童
ゼ
ロ
を
目
指
す
中
で
市
の
遊
休
地
を

活
用
し
た
民
設
民
営
の
保
育
園
の
設
置
や
入

園
基
準
の
見
直
に
つ
い
て
。
�
市
民
病
院
の

医
療
健
康
施
策
の
中
で
の
位
置
づ
け
と
経
営

状
況
の
改
善
策
に
つ
い
て
。
�
（
仮
称
）
総

合
健
診
セ
ン
タ
ー
の
位
置
づ
け
や
障
が
い
者

就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
つ
い
て
。
�

公
債
費
の
圧
縮
に
つ
い
て
。
�
歩
車
道
分
離

計
画
に
基
づ
く
歩
道
の
整
備
に
つ
い
て
。
�

市
民
協
働
の
具
体
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
聞

く
。市

長

予
算
編
成
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
と
財
政
の
健
全
化
の
バ
ラ
ン
ス
を
図

り
、
市
民
が
将
来
に
明
る
さ
を
感
じ
取
れ
る

よ
う
、
施
策
の
選
択
と
集
中
を
図
る
。

待
機
児
童
ゼ
ロ
を
目
指
す
施
策
は
市
の
遊

休
地
を
活
用
し
た
民
設
民
営
の
保
育
園
の
設

置
に
つ
い
て
検
討
し
、
待
機
児
童
ゼ
ロ
に
向

け
取
り
組
む
。
入
園
基
準
は
市
民
の
理
解
が

得
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。

市
民
病
院
を
小
児
医
療
の
基
幹
的
病
院
と

し
て
一
層
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
病
院
事

業
の
費
用
を
明
確
化
し
、
経
営
改
善
を
指
示

し
た
。

（
仮
称
）
総
合
健
診
セ
ン
タ
ー
の
整
備
を

踏
ま
え
、
特
定
健
診
な
ど
の
受
診
率
の
目
標

達
成
に
努
め
る
。

障
が
い
者
の
就
労
拡
大
や
企
業
が
障
が
い

者
を
受
け
入
れ
や
す
い
環
境
づ
く
り
な
ど
、

志
木
市
独
自
の
障
が
い
者
就
労
支
援
セ
ン
タ

ー
の
設
置
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

公
債
費
は
財
政
の
健
全
化
を
進
め
、
将
来

に
負
担
を
生
じ
な
い
よ
う
取
り
組
む
。

歩
車
道
分
離
に
つ
い
て
は
、
予
算
編
成
の

中
で
箇
所
づ
け
を
す
る
。

市
民
協
働
に
つ
い
て
は
、
幅
広
い
市
民
と

の
協
働
事
業
を
進
め
て
い
く
。
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議
員

平
成
２０
年
１０
月
３０
日
に
志
木
市
の

人
口
が
７
万
人
を
超
え
た
。

し
か
し
、
少
子
化
社
会
の
中
で
、
将
来
の

志
木
市
で
、
人
口
８
万
人
に
な
る
こ
と
は
お

ろ
か
、
７
万
５
千
人
す
ら
困
難
で
あ
る
と
推

測
す
る
。
こ
の
よ
う
な
社
会
環
境
の
中
で
志

木
市
の
人
口
は
い
つ
ご
ろ
、
何
万
人
程
度
で

ピ
ー
ク
を
迎
え
る
の
か
。

ま
た
、
何
万
人
程
度
で
減
少
が
と
ど
ま
る

の
か
、
と
ま
ら
な
い
と
す
れ
ば
、
人
口
減
少

を
と
め
る
政
策
は
必
要
か
、
そ
れ
と
も
社
会

の
流
れ
を
受
け
入
れ
る
の
か
聞
く
。

磯
野
晶
子
議
員

�
志
木
市
立
市
民
病
院
に
つ
い
て
�
ワ

イ
ス
株
式
会
社
志
木
工
場
跡
地
に
つ
い

て
�
脳
脊
髄
液
減
少
症
に
つ
い
て

池
田
則
子
議
員

�「
み
ど
り
の
学
校
フ
ァ
ー
ム（
農
園
）」

の
導
入
に
つ
い
て
�
学
校
給
食
費
滞
納

問
題
に
つ
い
て
�
長
寿
医
療
制
度
導
入

に
伴
う
高
齢
者
支
援
対
策
に
つ
い
て
�

妊
婦
健
診
の
無
料
化
を
１４
回
ま
で
拡
大

す
る
考
え
に
つ
い
て



第１４３号 平成２１年２月１日（６）

議会だよりしき

市
長

現
在
、
志
木
市
の
人
口
は
約
７
万

人
で
あ
る
が
、
本
市
の
将
来
推
計
人
口
は
、

平
成
２２
年
を
ピ
ー
ク
と
見
込
ん
で
い
る
。
豊

か
な
自
然
と
本
市
独
自
の
地
理
的
、
文
化
的

条
件
な
ど
の
背
景
を
踏
ま
え
、
第
４
次
志
木

市
総
合
振
興
計
画
の
将
来
都
市
像
で
あ
る
、

み
ん
な
で
つ
く
る
み
ん
な
の
ふ
る
さ
と
、
輝

く
志
木
市
を
実
現
す
る
た
め
、
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。
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議
員

志
木
陸
橋
下
の
元
駐
輪
場
の
ス
ペ

ー
ス
は
、
平
面
で
５００
台
か
ら
６００
台
の
自
転
車

が
置
け
る
。
天
井
が

高
い
の
で
立
体
化
を

す
れ
ば
千
台
の
自
転

車
を
収
容
す
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
。
こ

の
ス
ペ
ー
ス
を
志
木

市
で
借
り
て
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
や
指
定
管
理

に
し
て
有
料
駐
輪
場

と
し
て
運
営
さ
せ
れ

ば
、
市
民
に
喜
ば
れ

る
。ま

た
、
志
木
駅
周

辺
の
放
置
自
転
車
対

策
に
も
大
き
な
前
進

と
考
え
る
が
、
ど
う

か
聞
く
。

市
長

志
木
陸
橋

下
に
つ
い
は
、
行
政

区
は
新
座
市
で
あ
り
、
埼
玉
県
が
道
路
管
理

者
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
、
新
座
市
に
お
い

て
県
か
ら
道
路
占
用
許
可
を
受
け
、
自
転
車

駐
車
場
と
し
て
整
備
す
る
方
向
で
検
討
が
進

め
ら
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
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議
員

川
越
市
方
面
か
ら
富
士
見
川
越
有

料
道
路
を
左
折
し
、
羽
根
倉
橋
西
交
差
点
を

右
折
す
る
車
が
多
く
、
さ
い
た
ま
市
方
面
か

ら
の
車
両
の
切
れ
目
を
縫
っ
て
右
折
し
て
事

故
が
発
生
し
て
い
る
。

一
方
、
秋
ケ
瀬
橋
西
交
差
点
を
見
る
と
、

朝
霞
市
方
面
へ
の
右
折
用
矢
印
式
信
号
機
が

設
置
さ
れ
て
お
り
、
事
故
も
な
く
ス
ム
ー
ズ

な
流
れ
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
、
富
士
見
川

越
有
料
道
路
の
無
料
化
な
ど
、
交
通
量
の
増

加
が
考
え
ら
れ
る
が
、
交
通
安
全
対
策
に
つ

い
て
聞
く
。

都
市
整
備

部
長

国
道

４６３
号
線
の
羽

根
倉
橋
西
交

差
点
に
お
け

る
右
折
帯
は

確
保
さ
れ
て

い
る
が
右
折

用
矢
印
式
信

号
機
は
設
置

さ
れ
て
い
な

い
。
今
後
、

富
士
見
川
越
有
料
道
路
の
無
料
化
に
よ
る
交

通
の
変
化
も
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
朝
霞

警
察
署
と
協
議
し
て
い
く
。

--
..
//
00
11
22
33
00
44
55
66
77
++

��
88
99
::
;;
��
��
��
��

議
員

Ｈ
５
Ｎ
１
型
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
人
へ
の
感
染
が
増
え
続
け
て
お
り
、
致
死

率
が
非
常
に
高
い
。
埼
玉
県
の
人
口
か
ら
換

算
す
る
と
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行

し
た
場
合
、
約
４
分
の
１
の
人
が
感
染
す
る

と
予
想
さ
れ
、
医
療
機
関
を
受
診
す
る
患
者

数
は
最
大
で
１４０
万
人
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

市
と
し
て
危
機
管
理
の
準
備
は
ど
こ
ま
で

進
ん
で
い
る
の
か
。
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
情

報
提
供
の
検
討
は
し
て
い
る
の
か
。
庁
内
で

職
員
が
感
染
し
た
場
合
の
対
応
策
は
ど
う
な

る
か
聞
く
。

市
民
生
活
部
長

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
感
染
者
数
は
、
本
市
で
は
約
一
万
七
千
五

百
人
が
想
定
さ
れ
、
重
大
な
危
機
意
識
を
持

っ
て
対
応
に
臨
ん
で
お
り
、
必
要
な
対
策
を

構
築
す
る
た
め
に
、
各
部
長
級
職
員
や
各
学

校
長
を
対
象
に
研
修
を
実
施
し
た
。

来
年
度
の
予
算
で
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
対
策
行
動
計
画
を
策
定
し
、
必
要
な
物
資

の
備
蓄
を
進
め
る
。
市
民
の
皆
さ
ん
へ
は
、

理
解
し
や
す
い
内
容
で
発
生
段
階
に
応
じ
た

情
報
提
供
を
行
う
。

市
職
員
の
４
分
の
１
が
感
染
し
た
場
合
で

も
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
か
な
い
よ

う
体
制
の
整
備
に
取
り
組
む
。

池
ノ
内
秀
夫
議
員

�
世
界
的
な
金
融
危
機
と
企
業
業
績
の

悪
化
な
ど
大
不
況
に
対
す
る
市
の
各
種

対
応
策
に
つ
い
て
�
荒
川
右
岸
築
堤

（
か
さ
上
げ
）
工
事
に
伴
う
大
雨
等
降

雨
時
の
「
こ
け
水
」（
し
み
出
た
水
）

対
策
と
し
て
雨
水
側
溝
設
置
を
国
土
交

通
省
に
要
望
す
る
考
え
に
つ
い
て
�
国

道
４６３
号
線
（
通
称
、
浦
和
所
沢
バ
イ
パ

ス
）
羽
根
倉
橋
西
交
差
点
に
右
折
用
矢

印
式
信
号
機
の
設
置
に
つ
い
て
�
ワ
イ

ス
株
式
会
社
志
木
工
場
跡
地
の
開
発
に

つ
い
て
、
株
式
会
社
長
谷
工
コ
ー
ポ
レ

ー
シ
ョ
ン
か
ら
、
そ
の
後
何
か
進
展
は

あ
っ
た
か

伊
地
知
伸
久
議
員

�
薬
物
乱
用
防
止
に
つ
い
て
�
定
額
給

付
金
の
支
給
方
法
に
つ
い
て
�
来
年
度

予
算
編
成
方
針
に
つ
い
て

Ｒ４６３ 羽根倉橋西交差点付近
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（７）第１４３号 平成２１年２月１日

議会だよりしき
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議
員

平
成
２０
年
９
月
か
ら
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
見
直
し
作
業
が
始
ま
っ
て

お
り
、
全
面
的
に
書
き
か
え
ら
れ
る
と
い
う

案
が
提
案
さ
れ
て
い
る
が
、
見
直
し
の
内
容

と
今
後
に
つ
い
て
聞
く
。

平
面
案
に
つ
い
て
、
立
体
交
差
を
す
る
場

所
と
平
面
交
差
を
す
る
場
所
の
図
面
が
提
出

さ
れ
た
が
、
こ
れ
を
つ
く
る
に
当
た
っ
て
、

志
木
市
と
は
ど
の
よ
う
な
協
議
が
進
め
ら
れ

て
き
た
の
か
。

交
通
量
を
２５４
号
バ
イ
パ
ス
に
限
っ
て
調
査

し
た
と
こ
ろ
、
大
幅
に
減
っ
て
き
て
い
る

が
、
こ
の
２５４
号
バ
イ
パ
ス
が
本
当
に
必
要
な

道
路
に
な
る
の
か
、
志
木
市
の
考
え
を
聞

く
。都

市
整
備
部
長

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
見

直
し
内
容
と
今
後
に
つ
い
て
は
、
策
定
か
ら

９
年
が
経
過
し
、
中
央
通
り
停
車
場
線
の
整

備
や
一
般
国
道
２５４
号
バ
イ
パ
ス
の
整
備
方
針

の
決
定
、
さ
ら
に
ワ
イ
ス
工
場
跡
地
の
出
現

な
ど
、
情
勢
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
見

直
し
を
行
っ
て
い
る
。
平
面
案
に
つ
い
て
県

で
は
、
国
道
２５４
号
バ
イ
パ
ス
環
境
緩
衝
帯
整

備
検
討
協
議
会
に
お
い
て
、
関
係
す
る
地
区

住
民
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
整
備
を
し
て
い

く
と
の
こ
と
で
あ
る
。

２５４
号
バ
イ
パ
ス
に
つ
い
て
は
、
交
通
混
雑

の
解
消
だ
け
で
は
な
く
、
緊
急
災
害
時
の
重

要
な
道
路
と
し
て
計
画
さ
れ
て
お
り
、
市
と

し
て
は
、
関
係
市
町
と
と
も
に
国
や
県
に
早

期
整
備
を
要
請
し
て
い
く
。
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議
員

７５
歳
以
上

の
方
が
国
民
健
康
保

険
か
ら
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
に
移
行
す

る
こ
と
に
よ
り
、
健

康
診
査
等
に
問
題
が

生
じ
て
い
る
。
７４
歳

ま
で
の
国
民
健
康
保

険
加
入
者
は
、
補
助

を
受
け
自
己
負
担
五

千
円
で
人
間
ド
ッ
ク

を
受
診
で
き
る
が
、

後
期
高
齢
者
医
療
保

険
の
保
険
者
は
、
埼

玉
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
で
あ
り

人
間
ド
ッ
ク
等
に
補

助
が
な
い
た
め
に
、

７５
歳
以
上
の
方
は
自

己
負
担
五
千
円
で
は

受
診
で
き
ず
、
不
公

平
で
あ
る
。
７５
歳
以
上
の
方
に
も
自
己
負
担

五
千
円
で
人
間
ド
ッ
ク
が
受
診
で
き
る
よ
う

市
単
独
事
業
で
補
助
す
べ
き
と
思
う
が
、
ど

う
か
聞
く
。

市
長

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
保
険
者

は
、
埼
玉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で

あ
り
、
被
保
険
者
の
健
康
の
保
持
、
増
進
の

た
め
の
事
業
は
、
第
一
義
的
に
は
保
険
者
の

責
務
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、
人
間
ド

ッ
ク
に
つ
い
て
は
、
広
域
連
合
で
の
実
施
が

難
し
い
と
聞
い
て
お
り
、
高
齢
者
の
疾
病
の

早
期
発
見
及
び
健
康
増
進
を
図
る
観
点
か

ら
、
人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
補
助
に
つ
い
て

は
、
来
年
度
の
予
算
編
成
の
中
で
検
討
し
て

い
く
。��
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議
員

児
童
福
祉
審
議
会
か
ら
保
育
園
の

民
営
化
に
つ
い
て
の
答
申
が
さ
れ
た
。
本
市

は
公
立
６
園
を
有
し
て
い
る
が
、
そ
の
内
３

園
は
木
造
建
築
で
も
あ
り
、
耐
震
化
問
題
な

ど
で
建
替
え
の
必
要
も
あ
る
。
民
営
化
の
移

行
に
関
し
て
は
、
今
後
の
福
祉
政
策
を
進
め

て
い
く
上
で
大
き
な
ウ
エ
ー
ト
を
占
め
て
い

る
。
保
育
園
の
新
た
な
運
営
方
法
に
つ
い

て
、
市
と
し
て
積
極
的
に
方
向
性
を
示
す
べ

き
と
考
え
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
内
部
の
議
論

と
あ
わ
せ
、
民
営
化
を
含
め
た
今
後
の
展
望

に
つ
い
て
聞
く
。

香
川
武
文
議
員

�
市
内
保
育
園
運
営
の
新
た
な
展
望
に

つ
い
て
�
職
員
希
望
降
任
制
度
に
つ
い

て
�
親
の
学
習
の
普
及
と
推
進
に
つ
い

て
�
市
内
図
書
施
設
に
お
け
る
不
明

本
、
不
明
資
料
対
策
に
つ
い
て

河
野
芳
徳
議
員

�
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生
時
の
対

応
と
準
備
に
つ
い
て
�
ふ
る
さ
と
納
税

の
対
応
に
つ
い
て

高
浦
康
彦
議
員

�
来
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て
�
商
工

業
者
や
労
働
者
へ
の
支
援
策
に
つ
い
て

�
労
働
者
の
雇
用
対
策
に
つ
い
て
�
職

員
の
人
事
管
理
に
つ
い
て
�
ワ
イ
ス
株

式
会
社
志
木
工
場
跡
地
開
発
に
つ
い
て

�
教
育
予
算
（
需
用
費
・
教
材
備
品

費
）
に
つ
い
て

いろは保育園

�������	



第１４３号 平成２１年２月１日（８）

議会だよりしき

市
長

児
童
福
祉
審
議
会
か
ら
答
申
を
受

け
、
庁
内
で
検
討
を
重
ね
平
成
２１
年
度
に
向

け
て
民
間
保
育
園
の
設
置
に
向
け
た
取
り
組

み
を
推
進
し
て
い
く
。
現
在
、
市
有
地
を
活

用
し
た
民
設
民
営
保
育
園
の
設
置
な
ど
、
民

間
事
業
者
が
進
出
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

厚
生
労
働
省
で
も
、
保
育
マ
マ
制
度
な
ど

新
た
な
保
育
形
態
の
動
向
も
進
め
ら
れ
て
い

る
の
で
、
こ
れ
ら
の
制
度
に
つ
い
て
も
検
討

し
て
い
く
。
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議
員

志
木
市
全
体
の
高
齢
化
率
は
、
平

成
２８
年
度
に
約
２３
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
が
、
館
地
区
は
約
４０
パ
ー
セ

ン
ト
で
あ
る
。
志
木
市
で
は
高
齢
者
保
健
福

祉
計
画
に
向
け
て
、
き
め
細
や
か
な
地
域
の

実
態
に
応
じ
た
高
齢
化
率
等
を
推
計
し
、
地

域
ご
と
の
課
題
等
も
把
握
し
な
が
ら
、
地
域

ぐ
る
み
で
要
望
を
見
守
り
、
ケ
ア
の
仕
組
み

づ
く
り
を
行
政
、
民
間
が
一
体
と
な
っ
て
推

進
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か

聞
く
。

市
長

現
在
、
志
木
市
の
高
齢
化
率
は
約

１８
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
要
介
護
認
定
者
の
割

合
は
約
１０
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
平
成
２１
年

４
月
に
は
、
下
宗
岡
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
が
開
所
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。
今
後

も
介
護
予
防
を
推
進
す
る
た
め
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
の
適
正
配
置
や
介
護
と
医
療

と
の
連
携
、
認
知
症
予
防
な
ど
、
高
齢
者
保

健
福
祉
計
画
、
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
に

お
け
る
議
論
を
踏
ま
え
、
適
正
に
位
置
づ
け

て
い
く
。
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議
員

教
育
予
算
の
修
繕
費
は
、
５
年
前

の
約
４４
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
削
減
し
た
。
修
繕

費
削
減
に
よ
っ
て
備
品
の
傷
み
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。
教
材
は
児
童
・
生
徒
に
十
分
行

き
渡
っ
て
い
る
の
か
。
保
護
者
の
負
担
は
重

く
な
い
か
。
子
ど
も
た
ち
に
行
き
届
い
た
教

育
を
進
め
る
に
当
り
、
来
年
度
予
算
編
成
に

お
い
て
、
５
年
前
の
水
準
に
戻
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
い
か
が
か
聞
く
。

教
育
長

各
学
校
に
お
い
て
は
、
校
長
を

中
心
に
予
算
の
適
正
な
執
行
に
つ
い
て
協
力

を
い
た
だ
き
、
よ
り
よ
い
教
育
環
境
の
整
備

に
努
め
て
い
る
。
今
後
も
、
引
き
続
き
、
各

学
校
の
実
態
に
基
づ
い
た
教
育
環
境
の
整
備

充
実
に
努
め
て
い
く
。

水
谷
利
美
議
員

�
教
育
問
題
つ
い
て
�
（
仮
称
）
総
合

健
診
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
�
指
定
管
理

者
制
度
に
つ
い
て
�
社
会
福
祉
協
議
会

に
つ
い
て
�
２５４
バ
イ
パ
ス
に
つ
い
て

内
山
純
夫
議
員

�
志
木
市
の
人
口
に
つ
い
て
�
市
庁
舎

の
耐
震
問
題
に
つ
い
て
�
接
続
教
育
に

つ
い
て
�
規
範
意
識
教
育
に
つ
い
て
�

武
道
教
育
計
画
に
つ
い
て
�
学
校
フ
ァ

ー
ム
に
つ
い
て
�
認
定
こ
ど
も
園
に
つ

い
て
	
公
共
の
福
祉
と
個
人
の
権
利
に

つ
い
て

天
田
い
づ
み
議
員

�
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
�
高
齢
者
福

祉
に
つ
い
て
�
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

�
特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
�
学
校
給

食
に
つ
い
て

�������	



（９）第１４３号 平成２１年２月１日

議会だよりしき

「協同労働の協同組合法（仮称）」の速やかな制定を求める意見書（要旨）
「協同労働の協同組合法」は、「働くこと」を通じて、「人と人のつながりを取り戻し、コミ

ュニティの再生をめざす」活動を続けており、大変注目を集めている。しかし、現在この「協同
労働の協同組合」には法的根拠がないため、社会的理解が不十分であり、団体として入札・契約
ができない、社会保障の負担が働く個人にかかるなどの問題がある。
日本でも「協同労働の協同組合」の法制度を求める取り組みが広がり、８，０００を超える団体が

この法制度化に賛同し、また、国会でも超党派の議員連盟が立ち上がるなど法制度化の検討が始
まった。
よって、国においては、社会の実情を踏まえ、課題解決の有力な制度として、「協同労働の協

同組合法」の速やかなる制定をするよう強く要望する。
以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。

平成２０年１２月１９日

埼玉県志木市議会

衆議院議長・参議院議長・内閣総理大臣
総務大臣・厚生労働大臣・経済産業大臣

「仕事と生活の調和」が実現した社会の構築に関する決議 （要旨）
近年、人々のライフスタイルや価値観が多様化する中で、働きや子育て支援などの社会的基盤

は、必ずしもその変化に十分対応できるものとなっていない。
政府と労使間の合意の下、昨年１２月に「仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）憲章」

及び「仕事と生活の調和推進のための行動指針」が策定され、「仕事と生活の調和」は重要な課
題となっている。
本市でも「仕事と生活の調和」を推進するため、これまで様々な取り組みや支援を行ってきた

ところであるが、非正規雇用者の増加と、正規雇用者に見られる長時間労働の高止まりといった
働き方の二極化は、いっそう進行している現状にある。
よって本市は、「仕事と生活の調和」が実現した社会を構築するため、憲章及び行動指針を踏

まえ、さらなる取り組みを推進するよう強く要望し、決議する。

平成２０年１２月１９日
埼玉県志木市議会

支出額

５，０００円

１０，０００円

１５，０００円

７，０００円

件 名

平成２０年度志木市スポーツ少年団指導者交流会

進藤倭之輔元市助役ご葬儀香典

進藤倭之輔元市助役ご葬儀生花

平成２０年度町内会連合会役員忘年懇親会

支出日

１１月３０日

１２月４日

１２月４日

１２月５日

議長交際費（１０月～１２月）



第１４３号 平成２１年２月１日（１０）

議会だよりしき

総務常任委員会
平成２０年１０月２８日（火）～３０日（木）

霧島市 「霧島・元気なふるさと再生事業」について
八代市 「市立病院中期経営計画」について

文教都市常任委員会
平成２０年１０月２８日（火）～３０日（木）
太宰府市 「太宰府まるごと博物館」について

「景観まちづくり市民会議」について
宇土市 「水道ビジョン」について

「食育推進計画」について

市民福祉常任委員会
平成２１年２月４日（水）～６日（金）
福岡市ほかを視察予定

���� �������� ����

志木市公式ホームページの「志木市議会」の中に「議会

の会議録の検索・閲覧」（会議録検索システム）を開設し

ています。ご覧ください。

http : //www.kaigiroku.net/kensaku/shiki/shiki.html

また、会議録は市役所１階市政情報コーナーや市内各図

書館・公民館図書室でも閲覧できます。

本号に掲載した定例会の会議録発行・会議録検索システ

ムの更新は２月上旬の予定です。

総務常任委員会視察（八代市）

各定例会（３，６，９，１２月）の開会前に会期日程（案）を、

開会後には一般質問一覧、また、議会だよりをインターネット

ホームページ（http : //gikai０２．kaigiroku.jp/shiki/）で、

掲示します。ご覧ください。

平成２１年第１回定例会は

２月２０日開会予定です。
どうぞ、傍聴にお越しください。

文教都市常任委員会視察（宇土市）
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